
☆
戦
争
の
で
き
る
国
に
舵
を
切
っ
た
年

ー

戦
後
７
０
年
、
今
年
を
振
り
返
る

ー

安
保
法
制
は
作
る
必
要
の
な
い
法
律
だ
っ
た

◇
九
月
十
九
日
、
立
憲
主
義
を
踏
み
に
じ
り
、
強
行
採
決
に
よ
っ
て
成
立
し
た
安
保
法
制
は

日
本
に
と
っ
て
作
る
必
要
の
な
い
法
律
で
し
た
。
中
国
や
北
朝
鮮
が
攻
め
て
く
る
か
ら
、

こ
の
法
律
が
必
要
だ
と
い
う
政
府
の
説
明
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
・
・
・
・

◇
日
本
は
平
和
憲
法
の
も
と
「
専
守
防
衛
」
で
国
は
守
ら
れ
、
国
際
社
会
か
ら
尊
敬
さ
れ
て

来
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
安
倍
政
権
は
突
然
、
自
衛
隊
が
海
外
に
出
て
戦
わ
な
け
れ
ば
国

は
守
れ
な
い
と
い
っ
て
憲
法
九
条
の
解
釈
を
変
え
た
の
で
す
。

◇
そ
れ
に
気
付
い
た
国
民
の
八
割
が
審
議
不
十
分
だ
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
ア
メ
リ
カ
と
の

約
束
だ
と
言
っ
て
こ
の
法
律
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
と
う
と
う
日
本
は
戦

争
の
で
き
る
国
に
舵
を
切
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
こ
の
法
律
を
実
行
さ
せ
な
い
こ
と
、
廃
止
す
る
こ
と

◇
こ
れ
か
ら
は
自
衛
隊
員
が
海
外
で
外
国
人
の
命
を
奪
い
、
自
ら
も
命
を
落
と
す
事
が
起

こ
る
で
し
ょ
う
そ
れ
を
可
能
に
す
る
法
律
は
実
行
さ
せ
な
い
事
、
廃
止
す
る
事
で
す
。

こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
や
る
べ
き
事
と
な
り
ま
し
た
。

◇
次
に
あ
の
法
律
を
作
っ
た
人
た
ち
を
再
び
国
会
に
送
ら
な
い
こ
と
で
す
。

い
ま
沖
縄
・
辺
野
古
で
は
政
府
に
よ
る
沖
縄
い
じ
め
が

◇
一
方
で
、
い
ま
沖
縄･

辺
野
古
で
は
反
対
す
る
人
々
を
踏
み
に
じ
り
基
地
建
設
が
強
行
さ
れ

よ
う
と
し
、
政
府
は
「
代
執
行
」
と
い
う
形
で
建
設
に
同
意
し
な
い
沖
縄
県
知
事
を
裁
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

当
会
、
「
遠
藤
三
郎
賞
」
を
受
賞

◇
朗
報
で
す
。
去
る
十
一
月
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
第
５
２
回
護
憲
大
会
（
参
加
者
二
千
名
）

に
お
い
て
、
当
会
の
五
十
年
に
わ
た
る
護
憲
平
和
運
動
に
対
し
「
遠
藤
三
郎
賞
」
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

◇
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
れ
を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も
地
道
に
護
憲
平
和

運
動
に
取
り
組
ん
で
行
く
所
存
で
す
。

（
遠
藤
三
郎
賞
と
は
、
平
和
主
義
者
遠
藤
三
郎
の
護
憲
反
戦
活
動
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
平
和
賞
で
す
。

戦
時
中
軍
人
で
あ
っ
た
遠
藤
三
郎
は
こ
の
戦
争
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、
戦
後
は
片
山
哲
首
相
と

共
に
憲
法
擁
護
国
民
連
合
結
成
に
尽
力
す
る
な
ど
平
和
運
動
に
貢
献
し
ま
し
た
。
賞
状
複
写
は
裏
面
）

二
〇
一
五
年
十
二
月
十
三
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
５
８
６
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

u 憲法はいかなる戦争も許さない

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索




